
 

 

研究テーマ：コミュニティネットワークの研究開発（1/2） 
（プロジェクト番号JGN-G11038） 

研究機関： 電気通信大学 電気通信学部、北海道大学大学院 工学研究科、 
会津大学 先端技術研究センター、（財）ソフトピアジャパン 

研究の概要：  
 地域における生活者・ユーザの要求に適応したコミュニティ単位のネットワーク

を構築するため、アーキテクチャの設計、およびシステムを実現するためのネット

ワークサーバの開発を行い、高速通信ネットワークを利用した実用化の実験を実施

する。 

 一般に、コミュニティネットワークを構成するためには、以下の図１に示すよう

な諸技術が必要である。 
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図１：コミュニティネットワークを構成する技術 

 

筆者らは昨今、この中でも特に、グループコミュニケーション環境構築の一環と

して、遠隔サイト間のコラボレーション機能の構築に力を入れている。具体的には、

物理的に離れた地域間でのコラボレーションのための技術として、マルチサイトで

の遠隔会議や、知識共有・学習手段としての遠隔講義などの手法を研究・開発し、

実証実験を行っている。 
 
研究の目的： 
 高速のマルチメディア情報通信が可能で、生活者・ユーザの要求に適応する地域

情報ネットワークの環境を構築するためのコミュニティネットワーク技術の研究開

発を行う。 
 また、高速ネットワークを利用して、各地の地域情報ネットワーク間での高品質

映像を含むマルチメディア情報を用いたマルチサイトの会議システム、および遠隔

講義システムの構築を行い、地域間情報交流を明確にする。 
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実験機器構成： 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図２：実験機器構成図 
研究開発状況： 
 遠隔サイト間での会議システム、および遠隔講義システムの開発を進めている。 
 
研究開発成果：遠隔国際会議 HC2002（平成１４年９月１３日開催予定 電気通信大学－会津大学間） 
       遠隔講義 産学共同教育プログラム（平成１４年１０月開講予定 図３参照） 
 
今後の予定： 
遠隔会議システムは９月中旬、遠隔講義システムは１０月初旬をめどに稼働し、

改良を加える。また、コミュニティネットワーク全体の構想をさらに具体化する。 
 
将来の展望： 
コミュニティネットワークのための実装済みの機能を増やすことにより、各地域

内および各地域間の円滑な情報化の推進を促してゆくことを目指している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３：産学共同教育プログラム風景 「マルチメディア通信技術と応用」（平成１３年度） 
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